
1 ．南禅寺大寧軒の概要と変遷

　江戸時代の南禅寺は徳川幕府の加護にあった。中興開山として仰がれる第270世，以心崇伝（永
禄12年・1569～寛永10年・1633）の活躍以来250年間，経済的基盤である寺領約20万坪を安堵され
てきた南禅寺であったが，明治 4年（1871），明治政府は社寺領の上知を命じたため南禅寺は現在
の境内地約 6万坪を除くすべての寺領を失うに至った。明治 3年（1870）時点では27院存在した塔
頭のうち，明治末までに17院が姿を消してしまった。平成29年現在，南禅寺には12の塔頭が存在す
る。南陽院は明治41年に建立，大正 6年には上生院旧地に高徳庵（現最勝院）が移設された。正因
庵は明治43年，天授庵の東の現在地に移転している1 ）。ここでは，旧境内地及び旧塔頭跡地と，平
成29年現在の南禅寺界隈別荘庭園群の位置とを整理する（図- 1 ，図- 2 ）。
　大寧軒は，平成15年 3 月に民間企業の迎賓施設であった当地を南禅寺が買収して現在に至るが，
旧塔頭跡地に建立された別荘を南禅寺が買い戻した唯一の事例ともいえる。この地が江戸時代の塔
頭の一つである大寧院の跡地に位置することから，大寧軒と名付けられたことはいうまでもない。
名称は，明治期の作庭当初から環翠園（環翠庵）と呼ばれていたが，昭和59年，株式会社じゅらく
工芸織により聚洸苑，平成15年には南禅寺により大寧軒と改名されている。
　江戸時代，塔頭大寧院に庭園があったかどうかは定かではない。『京都坊目誌』（大正 5年
（1916）刊）では，明治20年に廃寺となった大寧院の跡地を呉竹彌太郎が購入し，琵琶湖疏水の水
を引いて作庭を行い，原彌兵衛の所有（明治39年・1906）後，さらに庭園の大改修が行われ，環翠
園と命名されたとあるが，『京華林泉帖』（明治42年
（1909）刊）では，琵琶湖疏水の水を引いて作庭を行っ
たのは原彌兵衛の所有以降としており，記述に食い違い
が見られる2 ）。ただし，両書とも，作庭に薮内宗匠（11
代目透月斎竹窓）が関わった点は一致しており，明治期
に作庭されたということは間違いないと思われる。
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　大正期以降，庭園を含めた邸宅の様子の変遷をうかが
わせる資料が確認されておらず，その後の変遷は不明な 

写真1 『京華林泉帖』（明治42年）に掲載されてい

点も多い。『京華林泉帖』掲載の写真に石造りの三鳥居  　　　る「環翠園林泉」
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の姿がないのも興味深い（写真 1）。大正から昭和前半にかけて当地の庭園管理を勤めた藤江半次
郎3 ） から加藤次郎4 ） へ管理が移管されたのが昭和22年のことであるが，昭和25年（1950）に当地を
取得した稲畑太郎の元でも庭園管理を継続していた加藤次郎の証言によると，当時既に三鳥居は存
在していたとのこと。
　昭和52年（1977）に三越が所有すると同時に，建物が改築され，あわせて加藤彌寿雄5 ） による主
屋周辺の修景工事が行われた6 ）。明治期からの旧建物に関しては，旧主屋（東側）と付属の旧居宅
（西側）が新主屋1棟に改築されたが，旧主屋の南側軒先のライン，根府川石や鞍馬石の沓脱石は
現状のままで，庭の修景がされている（図3 ，図4 ）。

　更に，この時期に改修された以下の①～⑥の箇所を図3及び図4にて表示した7 ）。

① 玄関前庭北側の降り蹲（貴船石）の新設
③ 主屋玄関入口の延段（丹楓石）の拡幅
⑤ 茶室環翠庵の増改築

② 玄関前庭南側の暗渠を開渠に修景
④井筒を庭園西端から主屋南側へ移設
⑥ 南西部の畑・竹薮箇所の東屋の新設

　環翠庵は，落ち着いた風情を醸し出しながら，繊細にして渋い技巧を見せた庭園として大寧軒と
なった現在も南禅寺の迎賓施設として利用されている。

2 ．水系利用について

　琵琶湖疏水の水は，和楽庵（現何有荘）の丘上にある発電所取入口から大寧軒南側先端の滝で直
接一次利用として取り入れている。滝から流れを配し，沢飛石と石造三鳥居を経て優雅な曲線を持
つ池に水が注がれている。更に池から北行きの細い流れを経て玄関先の水景に至る。
　琵琶湖疏水の水利権については，大正中頃までは，和楽庵も含め，環翠庵付近の水利権は河本喜

兵衛の手にあり，「飲料並用水用」としての水を庭園に転用する形で利用していたと考えられる。
環翠庵においては，大正 9 年（1920）に七代目小川治兵衛が代理人となって，正式に水利権を取得
している8）。ここでは，水利権を取得している庭園と，そこから排水された水を二次利用している
庭園とを図5 に明示した。無鄰菴をはじめ大寧軒や智水庵や何有荘など，明治期に作庭された庭園
への導水を担っている疏水船溜系と発電所取入口系においては，對龍山荘のように二次利用の庭園
がみられるのに対して，開発が北部に展開された大正期以降に作庭された碧雲荘，清流亭，流響院
などの庭園へ導水する扇ダム系においては，二次利用の庭園が見られないのが特徴といえる。

3 ．根府川石について

　大寧軒の主屋東南側の沓脱石に根府川石が用いられていることは特筆しておきたい。根府川石に
ついては，高橋義雄（箒庵）が『我楽多籠』（大正 3年 (1914) 刊）で，東京で嫌われるが関西では
珍重されると評している9）ように，京都では江戸時代から珍重されていたようである。江戸時代前
期の資料を見ると，『茶譜』（寛文 (1661～1673) 頃に完成か）には古田織部や小堀遠州が露地に
根府川石を用いたこと，俳諧の指南書である『毛吹草』（正保2年 (1645) 刊）には相模の名産品
として根府川石が著名であったことが記されている。一方，関東地方から関西に石を運ぶことは容
易ではなかったようで，江戸時代中頃に記された『和漢三才図会』（正徳2年(1712)自序）では，
京都では非常に高価な石として紹介されている10）。
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図１　旧南禅寺境内の塔頭配置（上知令以前）（出典：『南禅寺史』附図「江戸中期南禅寺塔頭配置図」）

図２　平成 29 年現在  南禅寺境内の塔頭配置及び庭園群（『南禅寺史』附図「江戸中期南禅寺塔頭配置図」を参考として作成）
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図５  南禅寺界隈疏水園池群の水系における水利権の利用状況
図版「南禅寺界隈疏水園池群の水系」より加筆修正（出典：尼﨑博正著『七代目小川治兵衛』P.15  ミネルヴァ書房  2012）
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　京都で根府川石を見ることができるようになったこ
とには，京都御所の造営が関係していると考えられる
承応2 年 (1653) ，京都御所は火災に見舞われ，ほと
んどの建物を焼失した。再建にあたっては，大磯の砂
と根府川石が使われることになったが，根府川石は飛
石としての用途を見込んで運んだようでサイズは大き
いものが多く，100個程運ばれた石のうち，実際に使
われたのは 6割ほどで，残りは「二条之川原」に置か
れることになったと記録にある11）。使わなかった石が
どうなったかは記録が確認されていないが，皇族や公
家・武将たちが御所で眺めるとのは別に，東国から運ばれた珍しい石を民衆たちが眺める機会ができ
たことも,根府川石の名を京都に広めることになったのかもしれない。
　根府川石で特に，興味深い逸話として，燕庵の「三ツ小袖石」12)がある。天明７年 (1787) 刊行
『拾遺都名所図会』内の「古田織部京座舗」の項には、「三ツ小袖といふ名の石は鼻祖剣仲千利休
に小袖三ツと代られけるとかや」と記されている13) ｡ 初代薮内剣仲紹智が､親交の深かった兄弟子
千利休の屋敷にあった根府川石を所望し、小袖三つと交換して燕庵中露地の飛石の踏分石に再利用
したという伝説である。更に､同項添付の「藪内茶亭庭中之圖」には燕庵の様子と共に「三ツ小袖
石」が鮮明に描かれている。ここで，大寧軒主屋東南側の沓脱石を思い出してもらいたい。ここに
敢えて根府川石が使用されているのはどういうわけであろうか。前述のとおり，『京華林泉帖』や
『京都坊目誌』には，作庭に七代目小川治兵衛の名は無く，薮内紹智透月斎竹窓が作庭に関わった
旨が記されている。それ故に，薮内11代目の透月斎竹窓が初代剣仲紹智の好んだ根府川石を意識的
に採用したと考えることもできる。あくまで推測の域をでない仮説ではあるが，大判の鞍馬石をふ
んだんに取り入れた沓脱石や飛石の中に，根府川石をさりげなく用いているところは透月斎竹窓な
らではの，譲れないこだわりなのかもしれない。この根府川石の沓脱石は、先述のとおり、昭和52

年 (1977) の三越所有時の主屋改築の際にも旧態を保ち、大寧軒となった今日も、環翠庵の往時の
姿と変わらず佇んでいる。
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写真-2  根府川石の沓脱石
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『拾遺都名所図会』（天明 7年・1787）所収の絵図
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